
国指定鳥獣保護区における渡り鳥の状況について

国指定鳥獣保護区名 主な渡り鳥の種類 現在の渡り鳥の主な種類 備 考 ※4

<飛来期間> ※1 及び羽数(概数) ※2 ※3

北 浜頓別ｸｯﾁｬﾛ湖 ｶﾓ類 5万羽 ｶﾓ類 4,152羽、 ※主に渡去の中継地 北
はまとんべつ

海 (浜頓別町) <9月中旬～4月下旬> ｵｼﾞﾛﾜｼ 2羽 ｶﾓ類の渡りは終盤。ｽｽﾞｶﾞ 海

道 ﾊｸﾁｮｳ類 5千羽 ﾓはの姿は見られなくな 道

<10月中旬～4月下旬> った。11/13よりｺﾊｸﾁｮｳ

が再び増加。

(11/16現在)

宮島沼 ﾏｶﾞﾝ 約5～6万羽 ｶﾜｱｲｻ 112羽、ﾏｶﾞﾓ 95羽、 ※主に渡去の中継地
みやじまぬま

(美唄市) <秋期9月下旬～10月下 ﾐｺｱｲｻ 50羽、ｶﾙｶﾞﾓ 6羽、 ﾏｶﾞﾓ・ｱｲｻ類はほぼ南下。
び ば い

旬、春期4月> ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 4羽、 渡りもほぼ終了。

他にｵﾅｶﾞｶﾞﾓ等ｶﾓ類、 (11/15現在)

ｺﾊｸﾁｮｳ等ﾊｸﾁｮｳ類

ウトナイ湖 ﾊｸﾁｮｳ類 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 1,924羽、 ※主に渡去の中継地

(苫小牧市) <10月上旬～4月下旬> ﾜｼ･ﾀｶ類 3羽 ｶﾓ類の飛来数、最大2,00
とまこまい

ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 0羽確認。ﾊｸﾁｮｳ、ｶﾞﾝ･ｶﾓ

<9月中旬～4月上旬> の渡り中継地として日々

ｵｵﾜｼ、ｵｼﾞﾛﾜｼ 飛来数が変更。ｵｵﾊｸﾁｮｳ

飛来数、最大100羽確認。

(11/16現在)

青 小湊 ｵｵﾊｸﾁｮｳ、ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ、 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 500羽、 10月上旬よりｵﾅｶﾞｶﾞﾓが 東
こみなと

森 (東津軽郡) ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ、ﾕﾘｶﾓﾒ ｵｵﾊｸﾁｮｳ 26羽 飛来。10月下旬よりｵｵﾊｸ 北

ﾁｮｳが飛来。(11/18現在)

秋 大潟草原 ｺｶﾞﾓ､ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ｺｶﾞﾓ 13,000羽、 9/16よりｺｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓが飛

田 (大潟村、男鹿市) ｺﾊｸﾁｮｳ等ﾊｸﾁｮｳ類 ﾋｼｸｲ 400羽、 来。10/16よりﾏｶﾞﾝ、ﾋｼｸ

県 ﾋｼｸｲ、ﾏｶﾞﾝ ｺﾊｸﾁｮｳ 130羽、 ｲが飛来。10/24よりﾊｸﾁｮ

<10月下旬～3月下旬> ﾏｶﾞﾓ 120羽 ｳ類が飛来。(11/20現在)

宮 伊豆沼 ﾏｶﾞﾝ 3万羽 ｶﾞﾝ･ｶﾓ･ﾊｸﾁｮｳ類 2,800羽 現在越冬中。

城 (栗原市、登米市) <9月下旬～3月> (11/15現在)
と め

県

山 最上川河口 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 2万羽、 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 19,000羽、 9/23よりｵｵﾊｸﾁｮｳ数羽が

形 (酒田市) ﾎｼﾊｼﾞﾛ 2千羽、 ｵｵﾊｸﾁｮｳ 4,500羽、 飛来。10/11よりﾊｸﾁｮｳ個

県 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 2千羽、 ｺﾊｸﾁｮｳ 2,100羽、 体群が飛来。飛来するハ

ｵｵﾊｸﾁｮｳ 5千羽、 ｶﾓ類 2,000羽 クチョウとのふれあいの

ｺﾊｸﾁｮｳ 3千羽、 場、スワンパークが開設。

<10月中旬～4月中旬> (11/20現在)

千 谷津 ｶﾓ類 4千羽 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 456羽、 ｼｷﾞ類の渡りはほぼ終了 関

葉 (習志野市) <10月中旬～4月下旬> ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ類 1,021羽、 （ﾊﾏｼｷﾞを除く）。ｶﾓ類 東

県 ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ 2千羽 ｶﾓﾒ類 10羽 は例年より少なめだっ

<8月上旬～5月中旬> た。 (11/11現在)



新 佐潟 ﾏｶﾞﾓ、ｺｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ﾊｸﾁｮｳ類 3,473羽、 ﾊｸﾁｮｳ類の飛来数が増加。
さ か た

潟 (新潟市) 5千羽 ﾏｶﾞﾓ 3,000羽、 ｶﾓ類も増加。ｱﾒﾘｶﾋﾄﾞﾘが

県 <10月上旬～3月下旬> ｺｶﾞﾓ 2,000羽、 僅かに確認。(11/16現在)

ｺﾊｸﾁｮｳ、ｵｵﾊｸﾁｮｳ等 その他ｶﾓ類 500羽

3千羽

<11月上旬～2月下旬>

石 片野鴨池 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 3千羽 ｶﾓ類 1,500羽、 9月中旬より飛来開始。 中
かたの かもいけ

川 (加賀市) <9月上旬～4月中旬> ﾏｶﾞﾝ 2,000羽、 暖かいためか、ｵﾅｶﾞｶﾓの 部

県 ｺﾊｸﾁｮｳ 4百羽 ｺﾊｸﾁｮｳ 400羽、 数が多い。 (11/17現在)

<10月中旬～3月下旬> ﾋｼｸｲ 74羽

愛 藤前干潟 ｶﾓ類 3千羽 ｽｽﾞｶﾞﾓ 8,500羽、 ｽｽﾞｶﾞﾓは日中も8,000～
ふじまえひがた

知 (名古屋市) <9月下旬～5月初旬> ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 1,000羽、 9,000羽記録。ﾊﾏｼｷﾞの飛

県 ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ類 ﾊﾏｼｷﾞ 1,668羽、 来は例年より少ない。

<8月初旬～5月中旬> ｺｶﾞﾓ 500羽 (11/20現在)

兵 浜甲子園 ｶﾓ類 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 2,293羽、 渡り移動中。 近
はまこうしえん

庫 (西宮市) <9月中旬～4月下旬> ｶﾓﾒ類 95羽 (11/18現在) 畿

県 ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ類

<4月中旬～5月下旬>

ｶﾓﾒ類

<4月中旬～5月下旬>

鳥取県 中海 ｶﾓ類 5万羽 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 20,893羽、 渡りのピーク。 中
なかうみ

・ (米子市、境港 <10月上旬～4月末> (11/16現在) 国

島根県 市、安来市、 ・

松江市) 四

国

島 宍道湖 ｺﾊｸﾁｮｳ 9百羽 ｶﾓ類 30,000羽、 ｶﾓ類は玉造温泉の湖面上
し ん じ こ

根 (松江市、斐川町) ﾏｶﾞﾝ 3千羽 ﾏｶﾞﾝ 1,100羽、 に多数の群れがいる。ﾏｶﾞ
ひ か わ

県 ｶﾓ類 5万羽 ｺﾊｸﾁｮｳ 60羽 ﾝは斐伊川河口周辺の水

<10月～5月> 田と河口砂州で確認。ﾅﾍﾞ

ﾂﾞﾙが混じっている。ｺﾊｸ

ﾁｮｳは激減。(11/19現在)

福 和白干潟 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類、 ｶﾓ類 250羽、 異常なし。 (11/19現在) 九
わ じ ろ ひ が た

岡 (福岡市) ﾊﾏｼｷﾞ等ｼｷﾞ類 1,000～ ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ 3羽 州

県 1,500羽<10月下旬～3

月下旬>

鹿 出水・高尾野 ﾅﾍﾞﾂﾞﾙ、ﾏﾅﾂﾞﾙ等ﾂﾙ類 ﾂﾙ類 10,322羽、 異常なし。 (11/17現在)
い ず み た か お の

児 (出水市) <10月～3月> ｶﾓ類 5,200羽

島 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類

県 <10月～3月>

宮 霧島 <御池> ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ﾏｶﾞﾓ 550羽、 異常なし。 (11/17現在)
きりしま み い け

崎 (都 城市、高原 <10月～4月> ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ 50羽、
みやこのじょう たかはる

県 町) ｶﾙｶﾞﾓ 40羽



沖 漫湖 ﾑﾅｸﾞﾛ、ｱｶｱｼｼｷﾞ等のｼｷﾞ ｼｷﾞ類 105羽、 渡来中。 (11/13現在) 那
ま ん こ

縄 (那覇市、豊見城市) ･ﾁﾄﾞﾘ類、ｶﾓ類 ｻｷﾞ類 24羽、 覇

県 <冬期間> ﾁﾄﾞﾘ類 52羽

注：標記の内容は、各保護区を管轄する環境省の各地方環境事務所等が、業務報告や地域等からの聞き取り等に
より収集した保護区内の渡り鳥の状況をとりまとめたものである。
※1：業務報告、聞き取り等により推定した一般的な例年の状況である。
※2：情報収集した時点で可能な限り把握した内容であり、分布状況、地形、時間、天候等により確認不能な

場合があるため、全てを確認したものではない。
※3：情報収集時点で推定される状況を、業務報告や聞き取り等により把握したものである。
※4：標記の各保護区を管轄する地方環境事務所及び自然環境事務所。


